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こ
の
た
び
、
石
橋
町
国
際
交
流

協
会
を
発
展
さ
せ
、
下
野
市
国
際

交
流
協
会
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
下
野
市
国
際

交
流
協
会
で
は
新
規
入
会
者
を
募

集
し
ま
す
。
国
際
交
流
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
は
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

【
入
会
方
法
】

第
１
次
募
集
期
間
は
４
月
３
日

〜
26
日
ま
で
（
た
だ
し
、
期
間
終

了
後
も
加
入
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
）。
事
務
局
（
市
役
所
生
活
課
）

窓
口
に
て
入
会
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
年
会
費
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
年
会
費
】

・
団
体
及
び
法
人
会
員

年
額
　
５，

０
０
０
円

・
個
人
会
員

年
額
　
１，

０
０
０
円

（
学
生
・
生
徒
は
年
額
500
円
。

学
生
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

【
主
な
活
動
内
容
】

姉
妹
都
市
と
の
交
流
（
訪
問
団

派
遣
や
受
入
れ
）
や
、
在
住
外
国

人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
夏
の
ド

イ
ツ
大
学
生
受
入
れ
、
語
学
講
座

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
専
門
委
員
会
を
中
心
に

事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
ま
す
。

会
員
は
希
望
に
よ
り
委
員
会
に
加

入
で
き
ま
す
。
委
員
会
に
属
さ
な

く
て
も
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
総
務
委
員
会

協
会
の
運
営
、
他
の
国
際
交
流

団
体
と
の
交
流
や
情
報
収
集

◎
交
流
委
員
会

姉
妹
都
市
と
の
交
流
や
在
住
外

国
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営

◎
語
学
委
員
会

語
学
講
座
な
ど
の
企
画
・
運
営
、

通
訳
・
翻
訳
の
援
助

◎
広
報
委
員
会

会
報
な
ど
の
発
行
、
活
動
や
会

員
拡
大
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ

●
入
会
・
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
国
分
寺
庁
舎
　
生
活
課
内
）

1（
40
）５
５
５
５
5（
40
）５
５
７
２

メール

seikatsu
@
city.shim

otsuke.lg.jp

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

助
成
の
お
知
ら
せ

県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
継

続
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、

空
地
や
街
路
等
を
利
用
し
て
の
緑

や
花
づ
く
り
、
緑
地
等
の
保
護
を

し
て
い
る
団
体
に
、
肥
料
や
草
花
、

資
材
等
の
費
用
を
４
万
円
以
内
で

助
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
団
体
は
産
業
振
興
課

農
業
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
県
へ
の
申
請

の
締
め
切
り
は
４
月
28
日
（
金
）

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

1
（
48
）
２
１
１
２

農
家
の
皆
さ
ん
へ

所
有
し
て
い
る
農
地
に
認
定
電

気
事
業
者
に
よ
る
携
帯
電
話
用
無

線
基
地
局
等
が
設
置
さ
れ
ま
す
と
、

制
限
除
外
の
農
地
転
用
届
（
届
出

人：

認
定
電
気
事
業
者
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
農
地
を
所
有
し
て
い
る

場
合
、
若
し
く
は
、
設
置
予
定
の
農

地
が
あ
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

1
（
48
）
２
１
１
６

下
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
設
立

下
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
は
、
去
る
２
月
23
日
き
ら
ら

館
に
お
い
て
、
石
橋
・
南
河
内
・

国
分
寺
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
へ
の
連
絡
調
整
及
び
運
営

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

協
議
会
規
約
の
制
定
や
役
員
の
選

出
を
行
い
、
設
立
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
３
地
区
の
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
は
、
今

ま
で
通
り
に
活
動
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

下
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

〔
敬
称
略
〕

◆
会
　
長

小
川
　
博
　
（
石
橋
地
区
）

◆
副
会
長

坂
入
　
義
男
　
（
南
河
内
地
区
）

吉
田
　
亨

（
国
分
寺
地
区
）

◆
理
　
事

早
川
　
進

（
南
河
内
地
区
）

海
老
原
静
枝
　
（
南
河
内
地
区
）

上
野
　
甚

（
南
河
内
地
区
）

角
田
　
充

（
石
橋
地
区
）

篠
原
美
智
恵
　
（
石
橋
地
区
）

上
野
　
嘉
彦
　
（
石
橋
地
区
）

石
嶋
　
宏
子
　
（
国
分
寺
地
区
）

大
越
　
信
子
　
（
国
分
寺
地
区
）

諏
訪
　
三
義
　
（
国
分
寺
地
区
）

◆
会
　
計

百
武
　
亘

（
南
河
内
地
区
）

石
岡
　
圭
介
　
（
石
橋
地
区
）

稲
葉
ハ
ツ
エ
　
（
国
分
寺
地
区
）

◆
監
　
事

渋
田
　
唯
弘
　
（
南
河
内
地
区
）

稲
葉
　
茂

（
石
橋
地
区
）

須
永
　
和
子
　
（
国
分
寺
地
区
）

下
野
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト

南
河
内
町
、
石
橋
町
、
国
分
寺

町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、

４
月
１
日
に
統
合
し
ま
し
た
。

各
事
務
所
の
所
在
地
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
セ
ン
タ
ー
ま

で
。

◎
南
河
内
地
区
（
本
部
）

下
野
市
三
王
山
６
９
８
‐
５

（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

1
（
47
）
１
１
２
４

◎
石
橋
地
区
（
支
部
）

下
野
市
下
古
山
５
２
３

1
（
52
）
１
１
３
８

◎
国
分
寺
地
区
（
支
部
）

下
野
市
小
金
井
７
８
９

（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

1
（
43
）
１
２
３
７

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
！

上
半
期
分
（
利
用
期
間：

平
成

18
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）の
利

用
券
を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
通
院

等
で
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必
要

と
す
る
方

③
80
歳
以
上
の
高
齢
者

●
事
業
内
容

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
、
利

用
券
１
枚（
基
本
料
金
相
当
額
）の
助
成

●
交
付
枚
数

３
枚
／
月
（
上
半
期
分
で
申
請

日
が
属
す
る
月
分
か
ら
）

●
申
請
・
交
付
場
所

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
国
分

寺
本
所
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）、
石
橋

支
所
（
き
ら
ら
館
内
）、
南
河
内
支

所
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
又
は
保
険
証
な
ど
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

1
（
52
）
１
１
１
５

下
野
市
国
際
交
流
協
会

第
一
次
会
員
募
集
！




